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もらいます文-51

q
こうこう にゅうがく あに じ しょ

わたしは、高校に入学したとき、兄に辞書をもらいました。

w
おとうと し あい よろこ

弟はおじさんにサッカーの試合のチケットをもらって、とても喜んでいました。

e
きょねん たんじょうび なに

A：去年の誕生日に、何をもらいましたか。
ほん

B：本やＣＤやゲームソフトなどをもらいました。

r
りっ ぱ

A：立派なトロフィーですね。
に ほん ご たいかい ゆうしょう

B：これですか。日本語のスピーチ大会で優勝してもらったトロフィーです。

基　　　　本

例　文

 N1 は／が  N2 に   N3 を もらいます

う と ひと

N1：ものを受け取る人
あた ひと

N2：ものを与える人

N3：もの

N1 N3 N2

例文r



167

13

先生へ

◆
そ しき だんたい ば あい か つか おお

N2が組織や団体の場合には、「に」の代わりに「から」を使うことが多い。
やまもと がっこう しょうがくきん

  　　例　山本さんは、学校から奨学金をもらいました。

◆
ふ つうはな て かんが

N3は、普通話し手がN1にとってよいもの、うれしいものと考えるものである。

◇
せいかく つか かんけい り かい ひつよう

「もらいます」を正確に使えるようにするためには、「ウチ・ソト」の関係の理解が必要である。
さんしょう

（p.276参照）

◇
べんきょう れんしゅう り かい

「もらいます」は、「あげます」を勉強してから、練習したほうが理解しやすい。

【関連項目】

文 -50 あげます

文 -76 Ｖてもらいます

【「れんしゅう編」の練習】

★13-3 あげもらいパス

★13-4 手袋をもらいました

★13-5 プレゼント

　 16-5 すずめのお宿

A.
もの う あらわ

N1がN2から物を受けることを表す。（例文q～y）

B.
はな て

N2は話し手にならない。

C.
はな て ば あい しょうりゃく

N1が話し手、またはN1、N2がだれかわかっている場合は、「N1は／が」｢N2に｣は省略される

ことがある。（例文e～y）

解　説

t
まいつき

A：毎月おこづかいをもらっていますか。
まいつき せんえん

B：はい。毎月5千円もらっていますが、ちょっとたりません。

y
いぬ

犬がえさをもらいたくて、ほえています。




